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開
票
速
報
が
始
ま
っ
た
途
端
、今
回
も
開
票
率
ゼ
ロ
パ
ー

セ
ン
ト
で
当
確
を
出
す
、
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
打
ち
」
が
相

次
い
だ
。
北
海
道
知
事
選
挙
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
出

口
調
査
の
内
容
を
聞
い
て
い
て
、
ど
う
も
「
早
す
ぎ
な
い

か
」
と
気
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
出
口
調
査
の
構
造
は
、

筆
者
が
「
接
戦
の
構
造
」
と
描
い
て
い
た
ほ
ぼ
イ
メ
ー
ジ

通
り
の
内
容
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

民
主
党
の
体
力
は
「
二
〇
〇
三
年
時
水
準
」

　

第
一
八
回
統
一
地
方
選
挙
は
、
全
般
的
に
は
「
自
民
党

は
堅
調
、
共
産
党
が
善
戦｣

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
し

か
し
議
席
減
と
な
っ
た
民
主
党
に
つ
い
て
は
「
底
打
ち
か

底
な
し
か
」
と
い
っ
た
議
論
が
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
を
集
め

た
。
四
一
道
府
県
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
が
全
国
で
二
六

四
議
席
に
と
ど
ま
り
、
前
回
の
三
四
六
議
席
か
ら
大
幅
に

落
ち
込
ん
だ
た
め
だ
。
こ
の
背
景
に
は
「
自
主
再
建
が
可

能
か
、そ
れ
と
も
野
党
再
編･

新
党
結
成
に
行
く
べ
き
か
」

と
い
っ
た
、
こ
れ
か
ら
の
政
局
を
見
定
め
よ
う
と
す
る
底

意
が
内
在
化
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
民
主
党
は
、
つ
い
二
年
半
ほ
ど
前
に
政
権
失
墜

を
経
験
し
、
い
わ
ば
ま
だ
再
建
途
上
の
段
階
に
あ
り
、
政

権
掌
握
時
の
前
回
二
〇
一
一
年
地
方
選
時
の
戦
績
と
比
較

す
る
に
は
そ
も
そ
も
が
無
理
が
あ
る
。さ
ら
に
前
々
回
の
、

政
権
獲
得
を
め
ざ
し
、
無
党
派
か
ら
の
応
援
も
得
て
勢
い

の
見
ら
れ
た
二
〇
〇
七
年
地
方
選
挙
の
戦
績
と
比
較
で
き

る
だ
け
の
実
態
に
も
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

今
回
の
選
挙
情
勢
と
戦
績
を
予
測
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
）

す
る
ベ
ー
ス
と
し
て
は
、
民
主
党
の
体
力
は
お
お
よ
そ
二

〇
〇
三
年
地
方
選
挙
と
同
水
準
に
あ
る
と
判
断
し
、
北
海

道
の
知
事
選
挙
を
含
め
た
Ｓ
Ｍ
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

を
立
て
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
両
時
期
の
地
方
選

挙
直
前
の
民
主
党
支
持
率
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
（
図
１

参
照
、
道
内
は
道
新
で
13
％
程
度
を
前
後
す
る
水
準
、
全

国
で
は
お
よ
そ
８
％
～
９
％
前
後
の
水
準
）、
ま
た
二
〇
一

四
年
一
二
月
の
衆
院
選
を
境
に
、
民
主
党
の
支
持
率
が
わ

ず
か
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
気
配
を
示
し
始
め
た
こ
と

な
ど
か
ら
判
断
し
た
も
の
だ
。
二
〇
〇
三
年
水
準
と
は
、

一
九
九
六
年
に
結
成
さ
れ
た
民
主
党
が
、
九
八
年
に
新
進

党
か
ら
分
裂
し
た
一
部
保
守
勢
力
と
合
同
し
新
民
主
党
に

衣
替
え
し
た
〈
後
〉、
同
年
の
一
〇
月
に
自
由
党
を
吸
収

合
併
し
て
政
権
獲
得
に
向
け
て
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
始
め
る

〈
前
〉
の
時
期
で
あ
る
。

　

今
回
の
選
挙
結
果
は
、
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
道
議
選

挙
の
党
派
別
獲
得
議
席
（
推
薦
を
除
く
）
で
は
、
民
主
党

は
二
四
議
席
で
二
〇
〇
三
年
時
選
挙
と
同
数
に
終
わ
っ
た

（
共
産
党
も
四
議
席
で
同
数
、
自
民
は
四
九
議
席
）。
ま
た

得
票
数
で
も
、
民
主
党
公
認
候
補
の
得
票
率
は
25
・
１
％

で
、
二
〇
〇
三
年
時
の
19
・
５
％
と
は
、「
ま
ず
ま
ず
」

と
言
え
る
程
度
の
差
に
収
ま
り
、
無
所
属
推
薦
候
補
者
を

含
め
た
比
率
で
は
30
・
４
％
と
29
・
１
％
と
、
ほ
ぼ
ピ
タ

リ
一
致
す
る
結
果
に
な
っ
た
（
こ
れ
は
偶
然
も
あ
る
だ
ろ

う
が
）。
全
国
で
も
二
〇
〇
三
年
時
の
民
主
党
の
獲
得
議

席
数
は
二
〇
五
議
席
で
あ
っ
た
か
ら
（
今
回
は
二
六
四
議

席
）、
そ
れ
よ
り
は

｢

善
戦
し
て
い
る｣

と
も
言
え
る
結

果
な
の
だ
。
民
主
党
の
〈
今
〉
の
体
力
は
、
そ
う
い
う
見

方
を
し
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
う
。

　

｢

接
戦
構
造｣

に
近
い
佐
藤
候
補
の
善
戦
健
闘

　

北
海
道
知
事
選
挙
は
、
道
政
史
上
初
め
て
の
四
選
目
を

め
ざ
す
高
橋
は
る
み
候
補
に
対
し
て
、
全
野
党
の
推
薦･

支
持
を
得
た
新
人
候
補
・
佐
藤
の
り
ゆ
き
が
ど
れ
だ
け
肉

薄
で
き
る
か
が
焦
点
と
な
っ
た
。

　

表
１
は
、
当
調
査
会
が
二
〇
一
四
年
一
二
月
の
衆
議
院

選
挙
時
に
実
施
し
た
世
論
調
査
の
ま
と
め
で
あ
る
（
五
選

◉
２
０
１
５
統
一
地
方
選
挙

世
論
調
査
か
ら
み
た
北
海
道
の
選
挙

中　

島　

章　

夫
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挙
区
を
統
合
集
計
、
一
三
三
一
標
本
）。
こ
の
調
査
で
は
、

民
主
党
と
共
産
党
と
は
独
自
候
補
の
擁
立
を
模
索
し
て
い

た
段
階
で
、
立
候
補
の
意
思
を
明
示
し
て
い
た
高
橋
vs
佐

藤
の
力
差
は
四
三
対
一
七
と
大
差
で｢

勝
負
に
な
ら
な
い
」

状
態
と
見
ら
れ
た
。
男
女
比
、
年
齢
比
を
見
て
も
こ
の
差

は
変
わ
ら
ず
、
政
党
で
も
民
主
党
や
共
産
党
支
持
者
の
相

当
数
（
二
割
ほ
ど
）
が
既
に
高
橋
支
持
に
回
っ
て
お
り
、

無
党
派
層
で
も
か
な
り
の
差
を
付
け
ら
れ
て
い
る
。
氏
名

未
定
の
「
民
主
党
や
共
産
党
推
薦
の
候
補
」
に
対
す
る
期

待
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
高
橋
四
選
の
既
成
事
実
化

が
進
み
、
こ
れ
を
翻
す
こ
と
は
大
き
な
困
難
を
予
想
さ
せ

る
も
の
だ
っ
た
。

　

民
主
党
は
、
脱
原
発
市
民
団
体
ら
の
「
候
補
一
本
化
」

要
請
行
動
や
、「
一
点
共
闘
」
路
線
の
共
産
党
「
相
乗
り
」

（
一
九
七
九
年
以
来
三
六
年
ぶ
り
の
野
党
共
闘
復
帰
）
も

あ
り
、
結
果
的
に
は
、
非
自
公
の
全
野
党
共
闘
を
重
視
し

て
佐
藤
の
り
ゆ
き
必
勝
態
勢
に
切
り
替
え
た
。

　

表
２
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
当
調
査
会
が
実
施
し

た
世
論
調
査
結
果
（
六
道
議
選
挙
区
を
統
合
集
計
、

一
六
三
三
標
本
）
だ
が
、〝
一
騎
打
ち
〟
態
勢
が
作
ら
れ

る
に
応
じ
て
勢
力
関
係
は
大
き
く
変
化
し
た
。
高
橋
vs
佐

藤
は
四
五
対
三
三
と
一
二
ポ
イ
ン
ト
差
に
縮
ま
り
、
女
性

層
、
二
〇
代
～
四
〇
代
の
比
較
的
若
い
層
で
の
高
橋
優
位

が
目
立
つ
が
、
無
党
派
層
は
ほ
ぼ
五
分
の
状
態
に
あ
り
、

接
戦
勝
負
に
持
ち
込
む
こ
と
が
可
能
な
レ
ベ
ル
に
な
っ
て

い
た
。
同
時
期
に
報
道
さ
れ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
世

論
調
査
も
似
た
よ
う
な
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
調
査
傾
向
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
「
接
戦
勝

負
の
構
造
」
Ｓ
Ｍ
が
表
３
に
な
る
。
自
民
と
公
明
の
支
持

層
の
85
％
程
度
は
高
橋
支
持
で
固
ま
る
こ
と
は
必
至
で
、

佐
藤
も
支
持
拡
大
運
動
の
進
捗
で
民
主
、
社
民
だ
け
で
な

く
、共
産
支
持
層
も
八
割
程
度
の
支
持
を
得
ら
れ
そ
う
だ
。

す
こ
し
タ
ガ
の
緩
い
（
無
党
派
を
ベ
ー
ス
と
し
た
）
大
地

や
維
新
も
佐
藤
七
対
高
橋
三
程
度
に
収
ま
り
、
無
党
派
で

｢

や
や
優
勢｣

と
い
う
構
造
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

高
橋
四
選
を
阻
む
戦
い
と
な
り
う
る
可
能
性
が
で
き
つ
つ

あ
っ
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
調
査
を
踏
ま
え
る
と
、
知
事
選
投
票
率
は
４

％
～
５
％
程
度
上
が
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

佐
藤
候
補
の
支
持
拡
大
運
動
が
順
調
に
進
む
と
仮
定
し

て
、
高
橋
一
四
四
万
対
佐
藤
一
四
五
万
と
い
う
、
す
こ
し

希
望
的
観
測
も
入
れ
た
Ｓ
Ｍ
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

だ
が
ど
う
も
投
票
日
一
週
間
前
あ
た
り
か
ら
、
佐
藤
氏

の
支
持
の
拡
が
り
の
伸
び
悩
み
が
感
じ
ら
れ
は
じ
め
た
。

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
投
票
日
直
前
四
月
七
日
に

作
成
し
た
選
挙
構
造
Ｓ
Ｍ
は
、
投
票
率
63
・
７
％
で
高
橋

（
最
大
一
六
二
万
、
最
少
一
三
八
万
）、
佐
藤
（
最
大
一
五

一
万
、
最
少
一
二
六
万
）
と
い
う
も
の
だ
っ
た
（
内
容
は

北
海
道
世
論
調
査
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

表
４
は
、
道
新
の
出
口
調
査
と
選
挙
結
果
で
あ
る
。
予

測
（
接
戦
勝
負
の
構
造
）
と
違
っ
た
の
は
、
第
一
に
投
票

率
が
見
込
み
ほ
ど
上
が
ら
な
か
っ
た
（
０
・
16
％
ア
ッ
プ

の
み
）
こ
と
。
第
二
に
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
無
党
派
層
の

投
票
参
加
が
予
測
よ
り
少
な
く
、
し
か
も
佐
藤
優
位
の
配

分
を
作
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
第
三
に
、
各
政
党
支
持
層
に

お
け
る
獲
得
構
造
で
は
大
き
な
違
い
を
見
せ
な
か
っ
た

が
、
自
民
党
自
体
の
支
持
（
基
礎
数
）
が
予
測
よ
り
大
き

過
ぎ
た
こ
と
、
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

結
果
か
ら
言
え
ば
、
得
票
数
三
五
万
、
得
票
率
13
・
２
％

の
差
は
、
接
戦
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
善
戦
健
闘
し
た
選

挙
で
あ
っ
た
。
前
提
条
件
の
い
く
つ
か
が
変
わ
っ
て
い
れ

ば
、
結
果
も
変
わ
っ
て
い
た
。
全
国
的
に
は
与
野
党
相
乗

り
の
首
長
選
挙
の
中
に
あ
っ
て
、
北
海
道
知
事
選
挙
は
、

比
較
し
て

｢

面
白
い･

活
気
あ
る
選
挙
戦｣

と
し
て
出
来

上
が
っ
た
。四
年
後
に
楽
し
み
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

＜

な
か
じ
ま　

あ
き
お
・
北
海
道
世
論
調
査
会＞


